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日文研木曜セミナー第240回

お問合せアクセス

入場無料〈先着80名（研究者限定）／申込不要〉

国際日本文化研究センター 研究協力課

〒610-1192 京都市西京区御陵大枝山町 3-2

TEL ： 075（335）2078

FAX ： 075（335）2092　

E-mail ： kenkyo@nichibun.ac.jp

日文研センター内 セミナー室1

●阪急桂駅西口～ 市バス西６、西５（約30分）

 京阪京都交通バス

 　20、20B（約20分）

●JR京都駅～ 京阪京都交通バス

 　21、21A、26（約45分）

●JR桂川駅～ ヤサカバス1、６（約30分）

●阪急洛西口駅～ ヤサカバス1、６（約20分）

桂坂中央行のバスにて「桂坂小学校前」又は

「花の舞公園前」下車

※お車でのご来場は、近隣への迷惑となるため、

　固くお断りしております。

通常交通手段

コメンテーター

稲賀 繁美
C om me nt a tor

I NAGA Shigemi ,   Deputy  Director-Genera l ,  Nichibunken

（日文研 特任助教）

  （日文研 副所長)

（日文研 准教授）

 チョコレートの喩えとしての「少女」
1930年代の森永ミルクチョコレート広告をてがかりに

Girl  a s  Me taphor  for  Chocol ate :  
On Mor inaga  Mi l k  Chocol ate  Adve r t i se ments  in  t he  1930 ’s

M AEK AWA Shior i ,   Spe c i a l ly  Appoi nte d  A ss i s t a nt  Profe s sor,  Nich ibu n ke n


